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通勤時等交通事故
防止部門 結果発表！

2022年受賞作品一覧（通勤時等交通事故防止部門）

たくさんの応募ありがとうございました！

受賞 安全標語 組合名 支部名 名前（敬称略）

優 秀 賞

佳　　作

最優秀賞

ス
ズ
キ
販
売
労
働
組
合　

自
販
奈
良
支
部

吉
野 

知
樹 

さ
ん

通
勤
時
等
交
通
事
故
防
止
部
門

最
優
秀
作
品（
2
0
2
2
年
安
全
標
語
）

か
ざ
し
た
手 

通
る
小
さ
な
そ
の
笑
顔

　

見
守
る
あ
な
た
も
優
し
い
笑
顔

かざした手　通る小さなその笑顔　見守るあなたも優しい笑顔 スズキ販売 自販奈良支部 吉野　知樹

車間距離　気付かぬうちに　はっとする　心のゆとりは　未来のゆとりへ スズキ新潟販売  松本　舞

「止まるだろ」相手も同じく「止まるよね」　見通し悪い十字路は　人生変える交差点 小楠金属・熱処理  渭原　翔太

いつだって　歩行者優先　横断歩道 スズキ輸送梱包  伊藤　真将

握るハンドル心を込めて　交通事故ゼロは　みんなの願い！ スズキ部品秋田  見上　一彦

遅刻する　焦って通勤　事故の素　ゆとりを持って　安全運転 ベルソニカ 本社支部 中山　雅俊

スマホ見て　周り見ないは　事故の元 岐阜スズキ  葛谷　和樹

止まったつもりは事故のもと、完全停止で安全確認 スズキファイナンス  杉本　貴俊

エンジンをかける時から切るまでの　安全運転と思いやり スズキ輸送梱包  野中　麻友美

あわてない！　急がない！　みんなで持とう心のゆとり 岐阜スズキ  永井　翔太

よく見よう　慣れた道にも　潜む罠 スズキ新潟販売  津野　さくら

スズキ労連が毎年開催している安全標語募集の取り組みにおいて、前
回と同様に『労働災害防止部門』に加えて『通勤時等交通事故防止部門』も
募集を行いました。2022年の安全標語全体で7,074件の応募があり、審査
の結果、11作品の入賞を決定しましたので発表します。なお最優秀賞
1作品、優秀賞の5作品については標語ポスターを作成し、9月の交通安全
運動期間より各組合で掲示をします。
全国一斉、秋の全国交通安全運動も9月21日（水）～ 9月30日（金）に実施

されます。自動車業界に勤める私たちは普段から安全運転を心がけてい
ますが、今一度、普段の運転を見直してみましょう！

9月より秋の交通安全運動が始まります

●応募総数：7,074件 （昨年応募件）7,012件
●交通事故防止：1,154件　●労働災害防止：5,920件

2022年 安全標語



［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。
［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。
［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。

編集部　〒432-8062 浜松市南区増楽町20
TEL.053-447-3079　FAX.053-440-2838
e-mail : masatos@suzuki-union.or.jp

◇スズキ労連ホームページ◇
http://saw.gogo.tc/
＊スズキ労連の福利厚生・
  スズキ労連機関紙
共通パスワード… saw2007

スズキ労連

労働相談労働相談
窓口窓口
労働相談
窓口

どんなことでもOK!
お気軽にご相談下さい。

＊月～金 9：00～18：00
相談無料・秘密厳守
0120-500-073

こんな時にはお電話を!

仕事、職場、労働条件、コン
プライアンス、人間関係、
私生活・・・
悩みはいろいろあるけれど、
職場ではちょっと相談しにく
いなぁ。

9月から「秋の全国交通安全運動」が始まります。私が住む浜松市は政令市10万人当たり人身事故が12年連続ワーストだそうです。
私は、車間距離を大きく取る、早めのアクセルオフ、早めのライトオンを心がけています。改めて気を引き締めて、スズキグル
ープで働く者として安全運転に努めます。　スズぴょん

【編集後記】

賃金研修会（応用実践編）開催
2022年6月3日（金）～4日（土）スズキ労連主催、第50期賃金研修会（応用
実践編）を現地・WEB併用開催しました。講師には公益財団法人 日本生
産性本部の村上和成氏を迎え、68名（現地26名、WEB42名）が参加しま
した。
今回は昨年11月に開催した基礎編に続く、応用編として開催しました。
2日間に渡る講義は、人事制度の構造を学ぶことから始まり、賃金制度
の概論、基本給の再設計の考え方、賃金制度の運用方法などを学び、演
習では参加者が自社の賃金プロット分析と診断を行い、自社賃金の賃金
制度の理解を深めました。
2日間のセミナーについて、参加者の皆さんから、「実際のプロット図

を使用して分析したことで、分析のポイントが理解できた」、「エビデン
スを持ったうえで、労使協議に臨むことが大事だと再認識した」などの
好評なアンケート結果を頂き、実りある研修となりました。
今後も組合役員向けのセミナーを開催していきたいと思います。

自社の現状を分析し、労使交渉に役立てよう！

本研修会は、新型コロナウィルス対応のため、
●マスク着用
●参加者同士のソーシャルディスタンスの確保
●座席の制限
●講義中、休憩中の室内換気
●机、椅子などのアルコール消毒
●手指のアルコール消毒液設置
等を行って開催しました。

WEB参加の様子会場の様子

公益財団法人 日本生産性本部　村上和成氏




